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横浜市立東山田中学校コミュニティハウス館長
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平成２３年度地域とともにある学校づくり推進協議会
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■ 東山田中学校・コミュニティハウス

■ 地域と学校をむすぶ学校支援地域本部
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都筑区

横浜市北部に位置し
豊かな自然を残しつつ

港北ニュータウンを中心に
都市の風景がひろがっています。

人口20万人（平均年齢38歳）
1994年都筑区誕生後の

転入者が60％を占めています。

東山田中学校区
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地域に開かれた学校 コミュニティスクール

内容
学校運営・教育活動の審議

生徒・教職員との情報交換会

学校支援地域本部との情報共有

学校関係者評価

学校運営協議会とは・・・

地域住民や保護者などが、一定
の権限を持って学校運営に参画
し、地域に開かれた学校（コミ
ュニティスクール）を推進する
制度です。
学校の基本的な方針の承認や学
校運営に対して、校長・教育委
員会へ意見を述べることができ
ます。

平成１６年に法制化
平成２３年4月 789校
今後全公立小中学校の

1割に拡大予定

4

横浜市都筑区に２００５年春開校

神奈川県初のコミュニティスクール

中学校区に３つの小学校



中学校内にあるコミュニティハウス

中学校の中庭に面した
380㎡の市民利用施設

ある日のサロン

図書情報コーナー

中庭
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人と情報をむすぶ場 コミュニティハウス

子どもも大人も一緒につどい学ぶ場

地域と学校をむすぶ場

コミュニティフェスタ

おやこのひろば

夏休みの小学生キャンプ
中学生のボランティア活動
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コミュニティハウス

■地域住民が自らの活動の場を住民自身の手で運営

■地域住民の生涯学習や地域活動などの見近な場

■学校と地域との交流・連携を深めることを目的とする

横浜市 コミュニティハウス（学校施設活用型）の設置に関する要綱より

横浜市 コミュニティハウス １１１ヵ所
そのうち学校内にあるもの（学校施設活用型） ８３ヵ所
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学校支援地域本部 地域につくられた学校の応援団

時間が足りない

情報がほしい

人・企業・情報を
つなげる学 校 学校支援

地域本部

【事務局】 コミュニティハウス

【活動】

・小中学校 学校支援ボランティア立ち上げ

・コミュニティカレンダー・ホームページ作成

・英検の受付、運営

・東山田中学校 キャリア教育支援

・ファンド立ち上げ

・岩手県山田町応援プロジェクト



地域と学校をむすぶために ３つの共有

情報の共有 思いの共有 アクションの共有

コーディネート
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地域と学校をむすぶために

コミュニティカレンダー（H１８年～）

ホームページ（H２２年～）

情報の共有

小中4校と地域の情報を掲載
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地域と学校をむすぶために

シンボルとしてのやまたろう
思いの共有

やまたろうです。よろしく！
わたしたちのまちのシンボルマークです。

東山田中学校区はひとつのコミュニティです。
まちのみんなで協力して、住みやすく、

子どもたちにとっても、大人にとっても良い環境を、
つくりたいと思っています。

H１９年 シンボルマーク公募・決定
H２０年 愛称公募・決定
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地域と学校をむすぶために
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キャリア教育
3年間のキャリア教育の企画・連絡調整

アクションの共有

1年生 プロに学ぶ

2年生 職場体験

3年生 模擬面接



地域と学校をむすぶために

学校支援ボランティア
学校の現状・ニーズ調査（Ｈ２１）

学校支援ボランティア養成講座（Ｈ２２ Ｈ２３）

主な活動： 社会科見学・プール・学習活動補助

英検・漢検監督 中３模擬面接

英検・漢検の実施
受付事務

当日運営（設営・監督など）
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地域と学校をむすぶために

やまたろうＢＯＸ

多彩な人の参画

活動の多様性

得意なことを活かす

学校支援に役立つ

やまたろうファンド設立

保護者や地域の方々の意思によって集められた資金を、東山田中学

校区の学校が行う教育活動の充実に活かすことを目的とする



コーディネートのポイント
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当事者意識を高める活動展開とプロセスの共有



地域と学校 パートナートとなるために
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コミュニケーション

小さな成功体験の共有

継続できるような工夫

大人も学ぶ



学校支援地域本部等の震災時の様子

■ 震災後、学校支援地域本部がある学校は

避難所において自治組織が順調に立ち上がった

■ 地域コーディネーターの役割

① 住民と行政の橋渡し役

② 住民自治組織のリーダー

③ 教員のサポート

宮城県内の小中学校での聞き取り調査結果

文部科学省学校運営の改善の在り方等に関する調査研究協力者会議資料



地域と学校をむすび・・・

「わたしのまち」
「わたしたちの学校」

という意識を！

「わたしのまち」
「わたしたちの学校」

という意識を！

教職員も保護者・地域の人も
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子どもの豊かな学びを創造し、地域の絆をつなぐ

地域とともにある学校づくりへ・・・



資 料

・平成17年 横浜市立東山田中学校開校

神奈川県初のコミュニティスクールとしてスタート

・平成18年 全国に先駆けコミュニティカレンダー作成

地域による東山田中学校キャリア教育のコーディネート始まる。

・平成19年 文部科学省「学校支援を通じた地域の連帯感形成のための特別調査研

究」①中学生のキャリア教育支援 ②中学校区のシンボルマーク作成

「１０年後の社会人」作成

・平成20年 シンボルマークの愛称公募・投票の結果「やまたろう」に決定

・平成21年～ 文部科学省学校支援地域本部事業受託

・平成21年 「１０年後の社会人 改訂版」東山田中学校キャリア教育ＤＶＤ作成

・平成22年 ホームページ「やまたろうねっと」http://www.yamataro.net/開設

小学校3校と中学校のための学校支援ボランティア養成講座実施

・平成23年 やまたろうファンド設立
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ああ ゆゆ みみ
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